
・国際郵便が届いたら、肉製品等が入っていないことを実習生に確認するよう
お願いします。また、実習生の家族等が肉製品等を送らないように、実習生に
周知してください。

・もし郵便物内に肉製品等が入っていた場合は、
速やかに動物検疫所や最寄りの家畜保健衛生所
に届出するよう伝えてください。

・検査を受けていない肉製品等を、届出せず
受け取ることは罰則の対象です。

外国からの国際郵便に関する動物検疫のお知らせ
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★三八地域県民局地域農林水産部八戸家畜保健衛生所
★三八畜産衛生協議会

（施行日）

三八地域県民局地域農林水産部 八戸家畜保健衛生所
ＴＥＬ：０１７８－２７－７４１５ ＦＡＸ：０１７８－２７－７４１８

土日祝祭日の場合は、 家保携帯 ０９０－７０６９－７７１４

外国人技能実習生受入農家さんへのお願い
～海外から口蹄疫、アフリカ豚コレラ、鳥インフルエンザなどの

病気を侵入させないために～

農林水産省 動物検疫所 北海道・東北支所函館空港分室
TEL：０１３８－８４－５４１５ FAX：０１３８－８４－５４１６

海外の家族等が実習生宛に送ってくる国際郵便の中に、輸入禁
止の肉製品等が入っている可能性があります。

このため
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スタンプの見本

※ 検査を受けた郵便には
スタンプが押されています。

国際郵便、禁止品の例



暑熱対策をしましょう

夏季になり気温が上昇してきたため、家畜への適切な暑熱対
策が必要です。家畜は行動が制約され、涼しい場所を選べま
せん。

暑さは家畜にとって大きなストレスとなり、採食量や乳量、増
体量、受胎率、産卵率が低下し、家畜の生産性が著しく低下し
ます。

また、暑熱のストレスは日射病や熱射病等による死亡事故に
もつながりますので、畜舎の環境を十分確認し、しっかりと対策
をとりましょう。

畜舎内での対策
■畜舎内に温度計をかけ、気温を確認する
■換気・通気は、効率的な気流になっていることを
確認する

■換気扇・扇風機・ポリダクトなどを使い、細霧装置
を併用する

■不必要な日射はネットやひさしで遮光する
■畜舎内外(特に屋根)に散水・放水する
■畜舎の屋根に石灰を塗布する


